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1．はじめに 
 現在、画像の解析を行う前処理として画像の

領域を分割する研究が行われている。そこで本

研究ではスケールスペース法を用いた領域分

割を提案し分割の自動化を目指す。 
本研究は既存手法による領域分割と我々が

提案してきたスケールスペース法による領域

分割との比較検討を行い、その結果から各手法

の特性について考察を行ったものである。 
 
2．スケールスペース法を用いた 

領域分割法 
Lifshitz[1]らのスケールスペース法による領

域分割では、まずガウシアンフィルタの分散σ

を変えながら複数のぼかした画像を生成する。

２次元のガウス分布は式(1)で表される。 

                   (1) 

但しσ2は分散、rは中央からの距離である。ぼ
かした画像の極点は、ぼかしが進むにつれて位

置が変化し、最後には消滅してしまう。このよ

うにσ  が大きくなる、つまり、ぼかしていく
大きさに応じて局所的な情報は取り除かれ、大

局的な情報のみが抽出される。この極点の移動

を調べて、極点を連結することで元の画像の構

造木を生成できる。さらに極点以外の点につい

ても同様に、次のぼかしたLayerの最も近い等
輝度点と連結する事により、元の画像上のすべ

ての構造木を生成することができる。この構造

木からある分岐に属する点列をグループ化す

る事で領域を分割する事ができる。 
 

3．探索方法  

3-1 正円方式（Circle） 
宮本らの Circle では結合探索領域は着目点 C

を中心とする半径 R の正円である。中心からの
距離を とし、連結候補点αは式(2) 、(3)を満
たす。 

(2) 

(3) 

3-2  適応的連続法 (AO8γ: Adaptive 
Oval 8 γ ) 

  松岡らの AO8γでは結合探索領域を楕円と
した。周辺８画素の輝度に方向微分マスクをか

けて、８方向で輝度勾配が平らな方向をさがし、

その方向に探索領域の楕円を傾ける。結合探索

領域は着目点       を中心とする半径 R の楕
円である。領域内の点    は式(4)を満たす。 
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但し a、b は式(5)、(6)により決定する。 

(5) 

(6) 

a、b は隣の画素の輝度差によりγカーブを用い
て連続的に変化させる。 

3-3  正 円 適 応 的 連 続 法 (AO8γC: 
Adaptive Oval 8 γ Circle) 

 AO8γでは探索範囲を８方向いずれかに常
に伸ばしていたが、連結点が伸ばした方向にな

い場合に間違って点を連結することがあった。

我々が提案した新しい手法では周辺８方向の
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輝度勾配が平らな場合に Circleで探索すること
で、より画像の特徴にあった探索を目指す。本

手法では微分マスクの８方向の最大値と最小

値の差が一定値以下のとき、AO8γから Circle
に切り替わるようにした。 

 

4．既存手法による量子化による 

領域分割との比較 
 濃淡画像の多値化を行うには、画像中の対象

物のグレイレベルがどのくらいなのか、その範

囲の上限値と下限値をまず求めなくてはなら

ない。次に、その上限値と下限値に挟まれる範

囲内のグレイレベルの画素に値を与える変換

処理をすればよい。 

 この多値化のための上限値と下限値を閾値

（threshold、スレッショルド）と呼ぶ。 
 多値画像計測において最も重要なのはこの

閾値の設定である。なぜなら閾値の設定の善し

悪しはそのまま画像計測の精度に反映される

からである。 

 本研究では現在一般に使用されている主な

２値化 手 法であ る 閾値指 定 法 （ Specifying 
Method）、モード法（Mode Method）、判別分析法
（Discrimination Analysis Method）を用いて閾値
を求める。そこから領域分割を行い、スケール

スペース法による領域分割の結果と比較する。 
 
5．研究結果 

第１図に示すのはサンプル画像と正解図で

ある。本研究では領域分割の結果を判定するた

めに第１図を用いて正解率を求める。第１表は

スケールスペース法を用いた領域分割結果の

正解率、第２表に示すのは既存手法などによる

領域分割結果の正解率である。 

 
(a)サンプル画像     (b)正解図 
第１図 サンプル画像と正解図 

 

第 1 表 スケールスペース法を用いた 
領域分割の正解率 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Circle AO8γ AO8γC

Ａ：total domains 559 499 509
Ｂ：total pixels 2683 2219 2225
Ｃ：correct domains 412 385 405
Ｄ：correct pixels 1174 1106 1179
Ｅ：incorrect domains 147 114 104
Ｆ：incorrect pixels 1509 1114 1046
Ｇ：rate of correct domains

    (Ｃ／Ａ×100) [%]

Ｈ：rate of correct pixels

    (Ｄ／Ｂ×100) [%］

73.7 79.6

43.8 53.0

77.1

49.8

第２表 既存手法を用いた領域分割の正解率 
 Specifying

Method

Mode

Method

Discrimination

Analysis Method

 
 
 
 
 
 
 
 

6．まとめ 
既存手法による領域分割の領域の正解率は、

スケールスペース法によるものよりも高い結

果となった。しかし、画素の正解率は低い結果

であった。これは本来分割されるべき領域が、

正しく領域分割できずに１つの誤った大きな

領域になってしまったことを示している。この

ことから閾値処理の場合は修正が必要である

ことが確認できた。 
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Ａ：

Ｂ

total domains 637 346 135
：total pixels 4034 4269 4613
：correct domains 518 286 101
：correct pixels 3052 1915 1368
：incorrect domains 119 60 34
：incorrect pixels 982 2354 3245
：rate of correct domains

   (Ｃ／Ａ×100) [%]

：rate of correct pixels

   (Ｄ／Ｂ×100) [%］
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